
NPO 法人横浜日独協会第３７回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日  時  ２０２０ 年７月１８日（土）１３：００～１４：３０ 

２．会  場  オンライン会場（あーすぷらざ事務室内） 

３．理事総数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 南雲常務理事 山口常務理事 大瀬常務理事  

坂井理事 成川理事 中尾理事 寺澤理事 佐藤理事 大堀理事 小貫理事 

地野理事 齊藤常務理事 

議長委任：向井副会長 小島理事 磯貝理事 藤田理事 北井理事  

大治理事       以上２０名 

（欠席理事）神永理事 ゼーリヒ理事 ユーデック理事 

※運営委員：野澤委員 西条委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第３３条および第３７条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対策

のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え７月１２日全役員にメールで

通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および齊藤常務理事とした。 

 

6．議  題 

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：２１６名／社／団体（一般１５１名、青年６名、学生４５名、法人１４

社／団体） 

個人：笠原佳吾様 法人賛助：富士・フォイト・ハイドロ株様 

② 資金状況：（6月 30日現在）普通預金 1,334,784円（横浜銀行横浜駅前支店 543,904

円、ゆうちょ振替 692,980円、ゆうちょ総合 97,900円）、仮払金 20,000円、電話加

入権 1,500円 合計 1,354,784円 

③ 会報／ＨＰ: 次回会報は１０月発行、原稿は山口編集長宛に。１０周年記念誌は表

紙を含め 24ページとし、原稿は大堀記念誌編集長及び山口編集長宛とし、締め切り

は 7月一杯。（山口編集長） 

④ 事業実績（予定）報告 

〇全国日独協会連合会総会：古森重隆会長の再任が可決され、同会長の選任により 

早瀬ＪＤＧＹ会長等１０人の全国連合会副会長重任が報告され承認された。また 

北陸日独協会の退会が承認された。その他ユースネットワークの活動費 15万円の 

連合会への返納、来年の総会開催地は東京が担当、独日協会連合会総会（於：フ 



ランクフルト市）はコロナ感染拡大防止で中止。連合会所属会員数はは６０団体

（会費納入４４、未納１６）。同総会議事録等の写しは事務局にて保管し、閲覧可能

（早瀬会長） 

〇中小企業支援委員会：委員長交代の挨拶状、ドイツ大使館と在ドイツ企業・団体

９社含め国内外３０機関・団体宛に 7/1付け発送済。（坂井理事） 

〇ドイツ大使公邸夏祭り（9／22開催）へのＪＤＧＹ参加（井出航平会員）（日時:2020 

年 9月 22日(火)14時 00分から 16時 00分(日本の祝日) 

場所:ドイツ大使公邸               東京都港区南麻布 4-5-10 

（地野理事） 

〇法人会員、横浜市国際局・経済局人事異動情報 

  法人会員 ケルヒャージャパン（佐藤八郎 取締役副会長 前社長） 

      （マーク・ヴァン・インゲルゲム社長） 

  国際局  長久伸子（政策局政策部政策課長 前国際連携課欧州米州課長） 

柳沢貴之（政策局秘書部担当課長 前国際連携課長） 

池庄司リサ（国際連携課欧州米州課長 前神奈川区課長補佐） 

     江成政義(国際連携課アフリカ開発会議担当課長 前都筑区地域振興 

課長) 

     三室直樹（政策局課長補佐 前ドイツ駐在） 

     桑田雄飛（総務局人材開発課係長／政策研究大学院派遣 前国際連携課 

欧州米州担当係長） 

     栗林岳大（国際連携課欧州米州担当係長 政策総務課担当係長） 

     石田菜保子（こども青少年局 前国際連携課） 

     島田麻子（国際連携課） 

  経済局  林前局長が副市長に、新局長には栄区長が就任。IDEC牧野前理事長が 

退任、新局長は菅井忠彦（前保土ヶ谷区長） 

 （能登副会長） 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第 2号議案 例会・行事予定について 

7月理事会（第 36回）：7月 18日（土）13：00～14：30オンライン会議 

講演会：7月 18日（土）午後 3：00～5：00  中止 

（講演；野澤勉会員『チーズの楽しみ方～試食とともに～』） 

※８月理事会（第 37回）：８月 22日（土）13：00～14：30オンライン会議 

 ⇒今理事会がオンラインシステム上のトラブルで中断したため、第 5号議案から第 

  8号議案を審議するため、オンライン会議を行うこととなった。 

 

8月イベントなし 

 



9月理事会（第 38回）：9月 19日（土）13：00～14：30 

講演会：9月 19日（土）午後 3：00～5：00 

会場；戸塚区民文化センター3階多目的室（中） 

講演；黒川剛元オーストリア大使『100年後からみるワイマール文化』 

会費；1000円 

……………コロナ情勢での変更あり…………… 

2020年 オクトーバーフェスト：9月 26日（土）午後 4：30～ 詳細未定 

会場；横浜カントリーアンドアスレチッククラブ 

……………コロナ情勢での変更あり…………… 

設立 10周年記念行事 

10月 17日（土）午後 1：30～5：00 

会場；横浜市開港記念会館講堂  

内容；記念式典 記念講演会 記念コンサート 

    ※コロナ感染状況によっては、内容に変更がありえます。 

会費；1500円 学生 500円（予定） 

 

 以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 

 

 

第 3号議案 認定ＮＰＯ法人の認定通知受領について 

横浜市は 2020年 7月 1日付で、当協会を認定ＮＰＯ法人と認定した通知書を送っ

た。本来この通知書は会長に直接手渡しされるものだが、コロナ感染防止のため郵

送となった。認定に先立って横浜市の要請があり別紙「市民・県民との協働」を提

出した。認定ＮＰＯ法人に強く求められるのは、会員・非会員に限らず広く市民に

働きかけ、市民活動を協働して進めていく姿勢とそれに伴う具体的な広報等であり、

当協会としての今後の取り組みの工夫・改善など表明した。インターネット、ＳＮ

Ｓ、ホームページなどを工夫して、市民活動につながるイメージをアップさせてい

くこと。会員向けと思われる「例会」という呼称は避け、非会員である市民一般に

アピールするような改善が求められる。 

別紙の認定ＮＰＯの概要にもあるように、新たな認定法人としてのスタート台に

立ち市民活動と強くつながる当協会としての中長期的なビジョンにも関わり、全国

の日独協会からもその行動が期待されている。（齊藤事務局長） 

 

 以上、認定ＮＰＯ法人の認定通知受領について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 寄附金の取扱について 

認定ＮＰＯ法人への個人・法人からの寄附は別紙のように税額控除の対象になる

が、協会は会長名で「寄附金受領証明書」を発行することに併せて、この証明書が

正しく認知されるためには神奈川県及び横浜市に対して「寄附金税額控除の対象と

なる寄附金に関する申出書」を提出いたします。申出書が承認されて初めて、確定

申告の際の照合で一致し、控除が認められる。 



なお、７月に賛助会員として入会された法人会員の場合、賛助会費はＮＰＯ法上

は寄附金扱となる。（齊藤事務局長） 

 

  以上、認定ＮＰＯ法人の寄附金の取扱について全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会のこの議事録が正確であることを証します。  

 

 

    ２０２０年７月２０日  

議 長 早 瀬  勇 

 

議事録署名人 能 登  崇 

 

議事録署名人 齊 藤  進 治 

 


